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Abstract:標的タンパク質と共有結合するリガンドは持続的な作⽤が期待
できる⼀⽅、標的以外との結合形成が原因のオフターゲット効果による毒
性が懸念される。所属研究室では、タンパク質の幾何学構造に着⽬し、ボ
ルトに⾒⽴てたリガンドのスクリュー部位をタンパク質がもつチャネルに
通し in situ でナット分⼦を結合させることで、
標的タンパク質と共有結合を形成することな
く不可逆的に結合するリガンドが創製できる
と考え、核内受容体をモデルにリガンドの開
発に取り組んでいる。本セミナーでは、ビタミ
ン D 受容体 (VDR) がもつチャネルを利⽤し
た⾮共有結合型の不可逆結合リガンドの開発
研究について最新の成果を報告する。 
 

お問い合せ：生体材料工学研究所  
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